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ル
リ
い
す
、
州
一
刻
判
所
に
よ
ゐ
公
j
d

ま
ず
、
取
桁
役
ベ
刈
1

十
し
の
緊
密
一
句
関
係
か
り
、
第
一
苔
こ
の
以
引
と
河
川
悦
ー
に
審
査
ご
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
え
承
認
す
る
取
が
は

へ
の
校
間
で
あ
る
n

↓
本
認
り
4t
程
は
必
J
7
L
も
ん
十
て
け
い
川
叶
ら
か
な
わ
日
で
は
な
〈

お
け
る
不
公
正
さ
を
草
花
し
に
u

る
わ

め
に
も
均
一
谷
を
高
査
す
る
必
中
久
小
あ
る

さ
ら
に
、

結
局
の
と
こ
ろ
ぷ

1
4は
承
認
が
為
っ
て
も
不
公
止
に
み
え
る
取
引
に
つ

十
い
司
て
は
八
ム
庁
さ
の
燕
刊
で
μ
官
官
す
る
い
｝
と
も
た
け
て
レ

（阪人比羊 C7 2 叩I241〔2川7.7: 
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川尚一一日却

の
安
件

J、
l附

b
u
効
な
叫
カ
バ
ー
石
川
押
い
る
に
は
、
利
，
M
相
反
れ
い
約
川
は
は
、
斗
一
政
状
況
に
お
い
て
合
却
的
江
省
が
’
十
ぬ
の
ん
料
引
を
判
断
す
る
の
に
雨
裟

t
考

一日一

主
る
実
質
的
な
が
ヰ
守
件
が
あ
る
事
君
、
を
間
不
し
な
け
れ
ば
芯
ら
仕
い
。
三
と
で
は
、

公
に
は
手
に
入
ら
仕
I
U
情
報
芝
生
れ
約

役
引
い
恥
ん
っ
て
ド
れ
ば
羽
小
引
求
め
ら
れ
、

取
引
が
ん
京
社
片
手
え
う
る
影
響
に
コ
い
て
も
、
そ
の
取
締
川
は
だ
け
か
推
定
C
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
間
不
し
な
け
れ
ば
日
ら
一
ぽ
い
と
さ
れ
て
い

ウ
亡
、
本
恋
す
る
取
締
役
は
、

ほ
引
に
利
害
現
係
U

主
引
し
な
し
に
け
で
な
く
、

z
H
d
と
ヲ
ど
の
均
係
者
が
有
す
る
取
引
お
よ
ひ
干
の
が

T
方
こ
の
余
録
的
な
ま
ど
は
斑
紋
ー
ゎ
関
係
や
、

ηぃ
究
開
一
怜
の
為
る
取
締
U
P
A
か
ら
の
文
民
計
影
響
に
よ
旬
、
会
一
社
に
不
利
以
判
断
を
す

る
影
響
乞
交
付
て
い
な
い
こ
と
も
求
め

本
訟
は
取
締
役
会
に
い
る
利
円
以
店
内
な
さ
取
締
役
の
過
半
数

ぶ

る
必
裂
が
あ
る

d

判
中
l

関
係
心
。
み
る
取
締
役
が
審
議
や
決
議
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
一
夜
ち
に
爪
4

訟
の
効
力
が
肖
ιハ
之
さ
れ
る
こ
L
Y

は
な
い

れ
f
J

が
、
参
加
し
な
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
J
す
る
υ

そ
し
て
、

「
門
f

品決

ぷ
＋
、
口
会
に
よ

名
）
心
賛
成
三
七
は

xJ」
、
円
J
H
h

応
用
で
は
、
弔
後

て

な

,, 

IQ 

的
な

存利
幸：＇.－＞＇

i革開
〕 防ミ

ァの
し、 ιh
る，，る

波
布市

1支
刀、

不
LI 

±~ 

ま

い
す
引
に
泳
訟
を
山
口
げ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、

に
行
助
？
そ
い
な
い
、
そ
の

ニコじ
J
O
交
こ
ま

。ゴ
i
f
j
i
v

事
後
の
」
本
訟
は
、

伐
に
行
三
L
L
主
っ
た
わ
ね
を
氾
認
7
r
る
か
取
消
す
、

め
る
い
は
訴
訟
を
提
起
す
る
乙
い
っ
七
凶
繋
ヨ
還
付
。
T
F刈
る

こ
と
に
な
る
た
め
主
主
1

く
白
い

な
お
、

会
判
引
の
送
前
日
一
事
業
三
役
h
怪
し
キ
じ
る
こ
T
〕

2
U
予
想
さ
れ
う
る
L

将
’
止
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
民
本
’
A
f↓
机
・
段
目
判
定
款

訟でE
乙 7こ
｜斗は
じヰ｛
切約
果｛立
川 八
,, Zミ

') "<" 
土 木孝

b 王，，ぷ！
句， "' ぷ，；，今y
' ＇、
仁り

ιii 
K義

己ム

り
完：
ふう

一
ム
五
日
犯
の
主
準
』

に
従
う
こ
こ
と
、
川
山
ム
口
湖
係
な
き
取
約
役
に
点
る
主
中
川
マ
水

｛阪人法学lに7" 4ilJ 242 [2iil'i' 7、



料品
J
h

章

分
析

f
弔
日
山
川

L

岳
山
金
基
刊
の

「

1
続
化

〆
、
叫
小
川
誌
の
機
詑

替
や
作
ハ
ド
出
活
十
の
一
手
続
化
ー

こ
れ
ま
で
均
一
討
！
ば
て
さ
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
亡
は
、
取
締
役
の
利
益
相
反
取
引
が
列
古
河
係
な
さ

成
約
役
に
r
A

っ
て
主
認
さ
れ
た
山
之
ー
は
、
裁
判
一
河
に
よ
る
取
引
丸
一
行
心
者
査
が
制
約
さ
れ
た
り
、
司
同
町
民
正
が
移
前
ず
る
と
の
対
果
が

年
じ
る
（
干
の
町
長
と

I
T

の
よ
う
な
効
肢
を
汀
ヲ
に
値
「
る
か
が
審
令
さ
れ
る
c

そ
こ

る
の
は
、
情
報
開

不
、
久
J

訴
し
た
取
締
役
の
机
芹
関
係
・
仙
間
以
津
、

ぷ
認

ι際
し
て
の
情
報
収
集
と
い

J
J

コ
二
〈
喝
ご
う
し
て
、
す
い

リ
仕
相
反
取
締
役
の
責
亡
の
刊
新
に
日
い
て
も
、
あ
事
刃
比
し
た
引
の
取
締
役
の
属
性
や
行
為
に
出
向
j
T
Q
市
宮
本
も
開
店
と
な
る
の
で
あ
る

υ

以搾役0オミ＇］益不； IIメ114'.iI 勺 o；承ぷ（ 光、

こ
の
よ
う
に
、
検
一
叩
引
い
い
～
象
に
よ
っ

約
一
容
過
れ
の
双
方
に
つ
い
て
公
一
に
き
ど
者
ιけ
す
る
じ
い
抗
的
何
百
某
準
か
h
一
、
手

U
K
約
九
ぷ
一
辺
哀
が
存
査
の
牛
心
に
な
る
1
／
い
よ
ノ
審
査
義
市
の
「
「
心
配
化
と
v
u
い
弐
る
現
象
リ
山
中
？
〕
て
い

と
の
よ
h

つ
な
審
公
基
準
心

ぷ
誌
の
機
一
世
2

T
新
化
」
、
U
悶
日
開

「
手
紙
化
」

に
は
、
J

勺八
M
Lぷ
取
E
l
b」川竹fH壮いず、

へ
為
る
程
度
）

株
工
の
刊
誌
に
ム
円
殺
さ
せ
る
と
い
ム
、
情
戸
川
い
開
示
を
八
ノ
一
む
引
雪
悶
係
な
き
以
締
役
に
よ
る
忌
認
の
機
一

F
F枝
問
帆
的
い
一
計

仙
川
さ
れ
し
い
る
「
！
と
が
関
わ
っ
て
い
る
c

本
認
が
あ
れ
ば
一
審
会
基
準
を
緩
和
子
る
と
と
え
の
背
景
い
は
、

怖
よ
ね
阿
小
と
利
究
開
係
の
な
い

む
旬
の
山
川
断
に
よ
り
、
結
来
的
に
山
内
引
内
谷
を
公
止
に
ず
る
ζ

の
山
口
部
的
な
と
忠
仁
以
定
の
持
重
一
J

一
、
で
の
行
め
に
忌
訟
を
但
げ
る
よ
う
一
説
尋

川
一

ず
る
必
京
子
為
る
と
の
考
慮
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

J

も
っ

t
vち
、
ど
こ
ま
に
承
訟
の
株
当
を
帝
位
的
に
許
制
す
る
の
か
に
は
云
が
あ

T
続
化
』

の
伎
八
じ
い
の
芸
之
、

ひ
い
て

u承
認
の
効
来
日
誌
に
反
映
さ
れ
て
川
る
〆
｝
考
え
ら
れ
る

U

る
り
で
の
十
μ
が

析

与
一
九
戸
土

』
＼
川
】

fv

例
え
ば
二

C
山
一
紀
初
頭

r
pハ
な
一
ャ
、

水
訟
の
絞
殺
が
績
根
的
に
許
制
さ
れ

千
駄
ft 

そ
し
て
、
な
ぜ
そ
の
度
ム
円
い

しいq
る
ハ
い
だ
ろ
う
か
り
次
節
以
降
で
は

初
一
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

げ
れ
陸
一
し
に
パ

5

1
1
J
／
－

L
ノI

（阪人比羊 C7 '.2 " I 24:i〔2川7.7: 
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次
の
一
つ
に
分
げ
て
分
析

F
る

ν

y 
」

。
ワ〕「4

 
4
 

ツ－A」i亡、
…月十

、
／
し

こ
れ
は
承
認
が
則
む
さ
わ
た
峨
能
を
来
た
す
よ
則
民
吉
況
だ
す
か
否
か
を
に
拭
判
断
が
審
ι
H
fる
も
の
と
い
う
Q

だ
ろ
う
そ
心
た
め
、
川

ま
ず
、

世
小

v
d
が
羽
実
に
ト
述
の
胤
同
誌
を
来
た
戸
、
ヲ
h

V

4

考
え
る
か
Y
う
か
で
そ
の
－

P
仙
が
変
わ
る
こ
と
は
町
ら
か
だ
ろ
う

J

利
J

百
関
係

J、
l附

の
ヨ
い
れ
紡
役
人
ど
本
認
、

J

て
い
て
さ
、
多
く
の
ボ
公
ー
止
勾
取
引
を
？
比
巡
「
の
で
あ
れ
ば
、

水
戸
誌
の
陣
内
討
は
積
極
的
に
許
制
三
台
な
い

ホ
ふ
ん
J

、
治
認
が
現
実
に
問
符
さ
れ
た
絞
技
会
hm
ポー三
q
か
こ
う
か
と
は
別
丹
市
久
河
に
よ
ハ
て
評
価
が
交
わ
る
J
と
も
忘
る
。

仮
に
裁
判
一
川
ト
f

討
に
凶
作
易
乙
刀
つ
汎
主
に
有
刷
、
叫
取
引
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
一
両
別
て
き
る
の
と
占
め
れ
ば
、
↓
本
認
r
A
m心
配
抑
止
を

rrに

z
の
る
科
段
四
川
唱
の
あ
る
取
引
を
川
也
知
ず
る
機
能
は
さ
ほ
ど
重
史
で
は
な
く
な
る

η

一」：
J
f
1

戸

ア
紙
化
一

し
に
官
官
草
川
刊
の
卜
で
は
、

換
一
い
FJ
る

げ
は
判
所
以
、
半
と
し
て
で
J

統
計
な
民
京
を
審
査
す
る
一
工
」
に
な
る
が
、

も
し
広
誌
が
間
存
さ
れ
た
機
能
古
来
た
す
川
犯
を
審
査
す
る
の
が
銑
［
い
事
情
が
み
れ
目
、
承
斗
山
心
機
能
を
判
明
極
的
に
汗
似
し
て
、
設

川
円
叫
問
が
取
引
内
一
件
に
同
町
み
必
ま
な
い
じ
〆
す
る
の
は
安
当
て
は
な
く
な
る
乙

治

作件

五IJ

状
認
が
期
待
さ
れ
た
機
伝
吉
宗
た
せ
る
か
百
か
に
関
寸
ノ
る
V

一J
図

＼
つ
↓
リ

J
L

V

じ

メ

h

「
利
料
相
反
」

伝
統
的
に
は
、

引
益
相
反
収
バ
j

合
ば
｝
J

め
と
「
る
が
ど
＝
九
義
務
の
分
野
い
経
常
判
断
原
則
が
適
応
さ
れ
な
か
っ
と
め
は
、

ま
さ
に
取
締

役
に
利
ぷ
相
反
が
あ
匂
か
ら
三
人
あ
っ

関
係
を
有
｝
ノ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

利
話
相
反
取
引
は
、
九
百
社
の
で
め
ピ
判
断
し
、
↓
本
認
す
J

る
仰
は
締
役
が
実
際
に
利
岩

利
品
相
以
の
問
忍
は
沼
消
さ
れ
、
経
常
山
附
原
則
の
迎
い
月
さ
れ
る
れ
引
と
河
然
、
ニ
も
い
い

F2ゐ〉

V

L

Y

J

、

i

l

J

一

実
際
、

本
認
が
あ
る
場
合
に
は
引
川
崎
断
原
則
ち
に
適
用
f
G
ζ

し
ん
J

判
析
に
は
、
利
害
対
一
係
な
き
取
柄
仇
は
ひ
及
川
刊
叶
こ
同
一
叫
に

取
引
ム
ベ
一
存
」
V
4断
！
と
さ
る
と
刻
、
え
て
、
る
も
の
が
あ
る
n

も
っ
こ
も
、

へιめ
7
Q

い

ば
民
り
良
〈
）

こ
の
士
つ
な
見

N
に
は
い
く
つ
も
の
い
甘
い
リ
リ
が
あ

る
－
そ
、
れ
は
、
ぷ
誌
が
斯
待
さ
れ
f
L

い
る
機
能
さ
て
こ
ま
で
恥
た
し
え
な
レ
と
捉
え
る
も
の



め

に
、
初
期
の
判
例
J
O
照人，
p
v
、
f
の
後
も
お
一
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ー
と
え
以
山
口
体
に
は
利
害
関
係
な
右
、
に
ふ
い
攻
締
役

f
L
Y忽
υ
、
可
僚
が
利
害
を
有

F
る
恥
引
を
お
一
二
五
と
の
紋
引
乙
可
恥
い
に
は
扱
え
な
い
の
で
は
な
J

か
y

こ
の
同
日
廷
で
あ
る

J

刊
に
可
僚
巻
市
川

の
み
ヨ
ら
ず
、
主
体
の
戸
ザ
川
に
逆
円

J

え
ず
ピ
従
っ
て

L
ま
、
、
、
外
出
者
の
反
対
よ
り
も
門
部
の
関
係
省

qA 

説
叫
が
｝
中
視
7
L
J
L
L
ま
う
心
述
学
的
な
悩
…
わ
い
が
占
め
る
の
だ
と
初
治
さ
れ
る
。
こ
う
れ
は
、
お
に
取
引
か
行
つ
り
に
後
に
承
認
を
お
る
場
台
に

か
ら
出
る

H
き

深
刻
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、

原
市
川
」
の
事
件
民
主
認

い
は
ご
れ
を
反
映
し
て
い
る
と
い

' も

グ、乙
宇 4
川 d

J杓
でこ
Jろ Uコ
る；lよ

"' 
／よ
lg) 
同＂

"" 1( 

法
前
に
ど
こ
ま
で
取
り
こ
む
か
は
荊
し
く
、
少
な
く
と
も

A

ア
ラ
内
ヱ
ア
川
の
判
例
は
こ
5
槌

あ
二
に
、
法
的
に

2
レ
〉
つ
場
合
で
も
、
実
際
に
求
沼
「
る
取
締
没
の
判
断
に
影
響
ん
と
ソ
え
う
る
史
哀
が
ん
ヱ
ご
抗

一
刻
い
主
υ
関
係
ヅ
》

ヘ
ザ
一
ミ
ペ
ー
し
ゅ
〉
フ
寸

f
l」
1
1小
h

A

D

d

F

i
2
7
1
4
オ
l
v
i－
－

利
山
内
関
係

心
続
出
一
吉
正
く
ど
義
す
る
と
、
ん
r

皮
は
え
仲
’
R
判
針
山
山
引
の
治
川
さ
れ
る
活

h
y
L

一
、
コ
一
」
、

J

L

一

以搾役0オミ＇］益不； IIメ114'.iI 勺 o；承ぷ（ 光、

常
心
持
営
判
断
の
認
捌
が
決
ま
っ
て
し
ま

H1
そ
う
で
あ
る
幻
己
限
定
的
日
形
で
利
害
仰
い
同
町
怖
を
掛
抗
止
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
「
利

取
締
役
中
」
蕊
河
川
と
問
視
て
き
す
、

判
断
し
た
山
川
谷
川
d

偏
っ
て
い
な
い
か
の
審
査
が
必
民
だ
と
い

中
関
係
な
う
一

日〔4
 

5
 

羊人阪

苧
れ
ば
弐
遣
の
取
締
役
吉
有
1
J
J
G
関
連
会
社
と
の
取
引
な
ど
、
引
v
M
十
以
取
引
に
当
る
取
引
で
お

L
Jも
有
用
な
取
引
は
少
な
く
芯
い
〈

川尚一一日却

状
認
が
機
能
L
d
J

る
か
い
y
n
か
と
は
引
の
主
主
悶

の
戸
茂
期
待
さ
れ
た
機
艇
を
同
ぎ
に
ゴ
る
の
し
m’
に
つ
い
て
の
一
詳
細
川
’
仮
に
同
一
で
も
、

引
い
相
日
夜
広
と
な
る
以
コ
り
の
必
v
r

性
や
、
」
本
認
以
外
の
方
法
に
よ
る
組
前
じ
が
ど
の
程
境
パ
正
対
的
な
の
か
に
よ
っ
て
、
忌
訟
の
機
4
1
の
一
昨
怖
が
ふ
久
わ
り
う
る
」
こ
れ
ら
の
安

川
に
は
、
利
い
批
桝
…
以
が
絡
ま
白
い
、
引
u
R
義
務
の
問
忍

t
L以
引
所
の
審
査
を
手
続
的
立
宮
玄
に
限
公
u

る
の
y
し
共
通
す
る
側
面
が
あ
る
υ

収
引
の
必
要
性
・
法
的
確
実
性

に
、
利
口
什
拒
反
取
引
に
hvi
る
取
引
の
必
安
性
、

づ
か
し
て
必
民
て
あ
る
小
ゆ
え
に
求
め
ら
れ

庁λ

'Iマ

る
法
的
な
停
中
古
糾
円
で
あ
る
口
例
え
ば
、
取
締
役
に
払
る
資
金
府
内
り
に
窮
し
ー
γ
山
中
小
山
会
社
へ
の
倣
資
、
あ
る
い
は
大
川
呪
模
一
公
明
会
什
で
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代
μ刊
の
刊
か
な
い
貯
・
サ
ー
ビ
ス
む
な
引
以
外
で
色
、

J、
l附

般
的
ピ
み
て
、
情
U
れ
の
非
対
祢
な
解
消
す
る
の
に
大
き
な
コ
ス
ト
が
か
か
る

川
凶
一

助
ム
口
に
は
、
れ
約
伐
の
一
吉
ノ
白
山
口
市
者
と
の
取
引
が
よ
り
会
リ
ピ
と
っ
て
布
引
な
も
の
に
な
り
う
る

J

ゆ一

こ
れ
っ
ぱ
、
と
り
わ

H
承
認
に
強
い
効
巣
キ
う
え
る
べ
き
だ
と
」
ヲ
る
識
者
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
つ
机
方
で
、
反
対
の
リ
場
ば
定

乙
の
士
つ
に
、
持
首
相
反
取
引
と
は
る
取
引
の

山一

必
変
性
を
こ
の
ふ
う
に
捉
え
る
古
に
よ
っ
て
、
午
、
ス
る
べ
き
法
的
締
実
性
心
吃
行
ゾ
ツ
変
わ
り
、
必
武
山
機
能
へ
の
詳
似
？
も
変
わ
る
n

の
必
U
世
糾
れ
は
1
4
ゆ
ゲ
つ
つ
も
、
通
常
は
め
－
者
と
の
取
引
か
一
円
詑
だ
と
の
認
誠
に
げ

次
に
、

I
統
に
～
喜
作
む
仕
点
乞
当
C
）
念
式
久
勢
の
背
後
に
は
、
裁
川
川
が

一日「

誹
た
と
の
認
証
州
が
お
る
と
考
え
ら
れ
る
一

主
リ
リ
号
、
ノ

E
1

主
主
乃
C
ム一

f

公
正
な
価
格
を
判
断
す
る
の
は
一
戸

そ
の
に
社
、
削
裕
芯
ど
の
取
引
内
容
同
一
こ
れ
！
一
体
の
公
疋
さ
に
代
え
て
、

伊
川
μ
ヘノ

J
、去
μ
J
又
コ

4

u
r
u
甘
ペ
4
n
r

刀
キ

市
山
閉
山
川
悦
乞
右
寸
る
取
引
に
つ
い
て
、

本
吋
に
利
害
関
係
が
尽
く
州
知
【
リ
し
た
お
が
九
六
社
の
意
忠
決
む
や
行
二
た
か
と
い
う
取
引
の
プ
ロ
ド

ス
が
者
十
作
手
れ
る
の
で
i
k
め
る

本
誌
が
あ
れ
ば
、

I
絞
的
川
町
京
の
う
ち
明
不
さ
れ
に
も
の
に
つ
い
と
の
み
市
社
告
す
る

2
し
て
、
「
子
絞
化
ピ
最
も
推
、
九
ず
る
綾
J

牝

事
業
会
仁
子
。
き
り

：lv
？
も
の
と
考
え
ら
れ
る
υ

ハ川、ヴい
2

乞
採
用
す
る
の
は
、
ヂ
一
フ
門

vγ
と
は
対
称
に
あ
る
、
会
作
闘

係
の
ポ
訟
を
あ
j
り
扱
わ
ず
、
判
例
法
の
苔
お
お
よ
び
裁
判
川
の
能
力
、
？
制
約
六
、
れ
た
川
で
あ
る
こ
子
炉
つ
も
、
裁
判
所
心
従
力

対

F
る
い
認
識
、
が
関
係

J

て
L
る
ミ
ー
か
ハ
永
仇
さ
れ
る
の

、L
心
一
て
つ
に
、
代
詩
的
ヨ

（
あ
る
い
は
同
允
uwmw
）
川
府
訴
で
あ
る
、
設
判
所
に
よ
る
取
引
の
内
谷
川

J

公
ー
止
さ
の
審
A
刊
に
伴
う
コ
ス
ト

が
ト
八
き
い
の
て
あ
れ
ば
、
承
認
予
間
一
川
唱
の
あ
る
取
引
を
ふ
分
に
日
出
列
で
き
な
い
こ
I

J

てーも、

承
訟
の
機
花
が
必
ハ
）
一
い
的
片
山
町
刊
日
附
さ
れ
る
心

円

1

4

め
司
令
。
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川
尚
凶
日
却

裁
判
所
に
よ
る
承
認
が
俄
能
す
る
前
犯
の
寄
去
に
関
寸
ノ
る
V

一J図
「
手
続
化

の
岡
部
五
さ

承
認
の
械
謀
、
ョ
積
極
的
に
む
円
制
す
る
じ
は
、

号
串
司
叫
ん
シ
開
明
ね
さ
れ
た
機
ヰ
ー
を
果
汁
ず
P
F援
を
満
た
し
て
い
る
か
を
裁
汀
叫
が
判
附
ゲ
ど
と

る
必
止
官
が
あ
る
ロ
有
幼
立
承
認
か
と
う
か
の
判
断
に
お
い
て
審
査
さ
れ
る
、
利
害
関
係
の
仕
い
独
げ
し
行
取
締
役
、
情
限
間
不
〆
こ
い
つ

に
書
士
品
は
、
承
認
が
お
作
さ
れ
た
機
能
を
州
ポ
ア

L
う
る
r
削
た
こ

γえ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
河
L
て
問
説
こ
な
る
の
は
、
取
引
の
刈
一
夜
の

審
告
の
み
な
ら
一
す
、
ル
小
J
J

叫
が
絞
p

心比
Y

る
た
め
の
前
川
北
ζ

な
る
こ
れ
ら
り
炭
素
の
率
先
も
必
ず
し
も
一
む
易
で
は
な

IJ
）
／
二
、
あ
る

U

)1生
官L こ
の れ
Y2 c, 
素の
わ内
巾を
か審
ら山査

一：古色 』こ

忌
認
に
中
I
る
収
締
役
ー
が

1'.11 

し
と
い
る
か
一
利
害
訪
日
怜
が
な
い

か
な
ど
に
拘
わ
り
h

つ
る

レ
な
い
こ
と
デ
↓
確
か
叱
る
七
め
に
必
民
な
も
の
宵
剣
山
！
な
け
れ
ば
な
ら
芯
い
〈

そ
し
て
、
ユ
れ
は
共
仏
的
な
草
案
と
mv
関
係
に
よ
わ
た
寺
く
呉
は
り
う
る
の
C
あ
円
、
例
え
ば
利
ハ
L
口
問
時
ν
ハU
Jめ
る
取
締
役
と
承
認
寸
る

以搾役0オミ＇］益不； IIメ114'.iI 勺 o；承ぷ（ 光、

取
締
役
の
聞
の

と
は
限
ら
な
L

ぷ
の
た
め
、
手
紋
川
市
川
晴
安
本
か
ら
、
実
似
川

（
必
の
社
会
的
な
向
日
怖
が
常
に
に
ド
じ
よ
う
に

二
列
LT
一
関
係
の
な
い

た
者
に
上
る
判
制
が
ほ
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
の
h
必
ず
L
も
谷
弘
て
は
な
い
の

こ
の
よ
号
之
、
取
J

片
山
内
容
の
審
去
の
み
な
ら
ず
、
マ
比
一
4
跡
、
り
絞
胞
の
川
川
相
と
な
る
安
ぷ
の
審
査
も
必
ず
し
も
科
目
却
て
は
な
い
」
と
は
、

取
引
誌
い
強
い
効
山
木
町
JjJ八
、
徹
川
町

検
討
対
象
に
よ
り
忌
一
認
の
効
京
が
町
、
な
る

v
E
E関
係
、
）
て
い
る
か
も
、
〕
れ
な
い
一

幹
］
…
ピ
耐
て
つ
つ
攻
り

い
よ
う
九
が
と
や
に
す
弘
、

ぷ
り
門
’
人
口
の
脊
I
H

－－J｝
同
校
に
裁
判
川
の
能
わ
ん
に
よ
ゐ
制
約
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
そ
の
た
め
、
品
悦
範
事
業
会
祉
法
の
よ
う
に
、
取
り
こ
ぼ
3

〆
が
牛
じ
る
の
は
佳
ん
が
ヨ
い
と
い
う
割
h
切
う
た
ザ
プ
付
託
子
を
こ
る
心

承
認
の
除
能
を
量
規
し
て
手
続
的
な
ま

jrh者
査
を
限
d

疋

γ
る
の
は
、
ア
ヌ
ウ
ゴ
ア
の
よ
う
に
寺
内
化
し
た
裁
地
所
会

有
ず
る
州
で
な
け
れ
ば
必
峨
か
も
し
れ
な
U

テ
ラ
ウ

Lγ
と
川
様
の
制
定
比
一
一
を
有
1
4
G
他J
（
り
州
の
郊
で

一山）

は
、
判
例
が
、
が
い
害
関
係
な
き
以
締
役
に
よ
る
求
沼
が
あ
コ
て
も
公
正
さ
の
宥
査
が
訴
除
さ
れ
な
レ
と
し
ご
い
る
と
説
明
し
う
る
。
そ

他J
万
C
、
口
か
ら
こ
円
て
、

（阪人比羊 C7 2 叩 I247〔2川7.7: 
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こ
で
は
、
手
法
的
な
要
素
い
魚
点
を
絞
っ
て
伝
立
件
や
利
中
関
係
の
治
川
ー
の
み
吹
判
断
す
る
代
わ
L

り
に
、
攻
引
の
川
容
を
き
め
て
全
体

と
し
て
判
附

γ
る
と
の
U
7
口

い吋
hw

ぐ
い
、
え
r日〉

J、
l附

Mmp
ムハ昔」十

h

日
1

わ
り
に

ま
に
め

本
稿
で
は

7
ノ
メ
H
ソ

お
円
る
、
叩
刊

F

ハ
刊
し
仇
以
取
引
の
列
ー
円
減
係
の
な
い
取
約
山
い
に
よ
る
承
認
の
対
甲
子
、
本

誌
が
柄
た
す
子
さ
要
件
を
愉
討
し
介
。

4mA刈
む
対
象
と
し
た
ぷ
材
や
そ
、
れ
ら
れ
乞
め
く
）
宝
一
誠
読
む
多
く
は
、
取
引
の
審
ん
阿
茶
準
お
よ
び
日
正

4
4
正
日
午
に
民
じ
て

定
程
度
C
I切
果
を
求
芯
に
う
え
る
べ
一
き
と
し
て
レ
た
c

こ
mv
ょ
、
つ
な
fJ

初
来
セ
？
与
え
る
一
」
と
を
通
じ
て
、

利
品
制
川
此
取
引
に
ー
お
け
る
取
締
役
（
U
Z実
義
品
川
心
旦
、
私
的
と
山
い
寄
り
相
円
程

度
が
、

相
川
待
な
手
続
的
な
剛
丈
京
と
な
コ
て
き
て
い
る

一υん
々
片
山
中
し

利
日
川
畑
f
A
取
引
パ
小
い
い
ポ
じ
ら
れ
て
い
す
す
時
代
主
除
け
は
、

寸
H
M
わ
ち
、

実
義
務
は
取
引
内
存
お
工
び
そ
の
プ
～
ι
て
ス

り
と
す
る
こ
と
で
お
り
、
放
河
川
も
取
引
山
内
科
を
今
t
U全
と
の
点
、
乞
濡
去
し

て
い
た
が
、

よ
れ
子
測
可
能
性
が
は
同
〈
明
線
芯
子
較
的
安
芸
日
ザ
ヰ
心
と
な
っ
ヒ
の
で
あ
る

u
H体
的
に
は
、

利
害
関
係
な
さ
取
締
役
の

承
認
に
裁
判
所
に
よ
る
攻
引
内
特
心
公
ー
さ
の
審
査
を
制
約
す
る
効
果
を
九

J

九
、
同
叶
時
に
、
承
認
の
右
効
院
の
判
断
を
尚
一
’
三
ー
に
、
以
1
u

す
る
収
締
役
の
れ
宝
一
↓
関
係
ゃ
獄
J

性
、
情
報
開
一
小
な
ど
の
京
刊
誌
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
手
続
的
な
要
素
の
精
査
会
一
つ
心
と
す
る
戸
玄
ノ
に
な
っ

に
も
む
ず
九
の
で
よ
め
7

世〉

こ
の
背
伶
に
は
、
引
円
台
関
係
仕
き
れ
約
役
に
一
す
Q
Z
小
訟
の
ふ
バ
っ
、
過
制
吋
州
北
、
市
ず
る
こ
と
な
く
、
少
な
く
と
も
あ
る
校
友
は
利
心
相

反
取
引
の
同
組
争
解
消
r
J
る
絞
花
に
付
す
る
活
援
的
辺
司
川
州
問
ウ
存
在
す
る
。
利
益
仰
い
反
収
川
U
b
の
も
の
に
刻
一
αJ
る
認
識
に
ほ
ど
か
占
め
る

？
も
の
の
、

利
低
い
相
以
取
引
が
会
引
に
J

3
ブ
｛
、
有
況
な
場
合
も
タ
グ
く
あ
る

2
心
認
識
が
強
ま
／
J
h
j

庁
や
、

取
引
可
存
の

q
kに
つ
き
巧
諸

の
む
思
決
ど
を
虚
十
甫
ず
る
訟
識
が
、

承
認
の
機
能
へ
の
戸
山
を
高
め
に
こ
と

？
一

J

L
γ
t
z一気

J
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も
っ
〉
J
E
、
ふ
誌
が
期
待
さ
れ

r機
能
を
て
ん
に
せ
る
の
か
、

ま
た
、
機
阪
の
，
引
犯
と
な
る
要
素
に
つ
い
て
決
判
所
が
管
ぶ
一
芝
、
き
る
の

、ρ
一、づっ一ーに、

1

i

f

z

f

i

F

 

日
目
価
は
異
な
る
」
前
者
仁
つ
い
て
は
利
台
関
係
な
き
取
給
は
が
こ
れ
は
と
巳
か
い
い
川
で
き
る
の
か
と
の
問
題
が
あ
川
、

後
者

に
つ
い
て
は
、

取
り
ご
ほ
し
が
司
じ
な
い
よ
っ
に
徹
底
的
伝

中、
J
一
め
る
に
d
u
、
裁
判
所
に
は
情
当
の
能
々
が
安
心
小
手
、
れ
る

ー
子
液
化

と
の
附
泌
が
あ
っ
に
。
そ
う
す
る
こ
、
手
続
的
な
要
素
ん
で
五
こ
し
つ
つ
も
、
方
符
印
公
止
さ
に
踏
み

4

仇
れ
こ
ζ

を
r

交正
L
な
い
り
は
、

占
め
る
意
味
で
現
主
的
、
叫
対
比
に
こ
い
え
る
だ
っ
ぅ
。

さ
ら
に
、
承
認
を
符
7
G
h

｝
と
が
必
ず
し
も
必
要
な
わ
け
で
は
は
い
、
利
益
い
刊
反
取
引
を
扱
う
叩
引
に
法
の
規
定
C
Aパ
七
’
む
な
、
川
用
記
封

の
J

仏
ざ
と
い
う
、
／
｝
ち
ら
か
と
し
え
ば
ア
メ
リ
カ

（
あ
る
い
は
行
ど
の
川
川
）
法
に
持
一
一
と
も
し
え
る
事
告
も
鴇
在
来
恨
の
一
ふ
］
続
化

を
促
進
し
た
可
能
性
が
あ
る

以搾役0オミ＇］益不； IIメ114'.iI 勺 o；承ぷ（ 光、

ま
に
、
主
認
の
機
能
主
稿
阪
的
に
計
臼
し
、

［
絞
化
一
一
十
一
滋
め
た
こ
と
に
上
旬
、
ぷ
認
り
…
の
る
利
J

バ
吋
相
川
止
取
什
の
米
安
に
お
い
て

は
、
利

F

ハ
川
一
引
い
は
取
締
役
で
ば
ん
』
く
承
認
し
た
測
り
取
締
役
心
品
一
位
や
行
為
v
u
正
要
な
安
芸
と
な
っ
て
い
る

J

叶
付
に
、
承
認
が
め
れ
ば
経

結
地
i

的
な
役
割
、
ョ
川
ポ
た
1

／
て
は
仕
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

〔4
 

ι一

そ
れ
以
外
に
志
伝
的
に
れ
か
を
す
る
義
務
が
あ
る
y
し
い
う
の
は
黙
し
い
ハ
ま
ん
、
日」千人阪

dhw削
除
問
則
い
mJ
注
射
さ
れ
る
、
裁
判
所
山
よ
る
雰
査
が
州
除
さ
れ
る
と
の
規
格
心
下
で
は
、
利
八

Mm反
取
材
伐
の
結
沢
悶
不
や
影
響
力

の
行
使
之
、
戸
る
、
こ
な
が
ら
、
不
討
し
た
段
締
役
が
互
い
利
主
悶
係
が
な
い
か
、

た
行
動
JT〉
っ
て
い
た
し
小
？
っ
乏
中
氏
、
r
な
る

こ
の
よ
、
つ
に
攻
広
の
効
ん
と
利
ぷ
相
反
次
稀
伐
の
－
H
h円
の
判
断
ぃ
、
法
認
、
ど
側
の
以
締
役
の
痛
什
ゃ
行
為
！
と
い
ワ
た
宏
者
！
？
…
悶
わ

る
の
は
九
ず
る
乙
合
成
で
ー
を
め
る
。
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